
総務常任委員会

・質問なし

文教生活常任委員会

№ 市民の意見（質疑）

1

議案第７６号　病院収入総額139億円となってい
るが、8億円は一般会計繰り入れされているの
で　この表現では不十分であると思う。
収入総額は131億円、支出総額は135億円、経
常損益̠4億円、そこで一般会計から8億円繰入
して黒字4億にしたという書き方にして説明して
頂きたい。

2

21ページ　新病院開設に向けて、25億円の積み
立ての見通しは？の答えで　現時点では資金調
達の見通しは出来ていない。時期、条件が大き
く変われば、その時点で示したい。の時期、条件
の意味は。

3
放課後子ども教室の維持、推進についての請
願が採択されたという事は市の事業として行う
のか。

4

15ページ　マイナ保険証登録者数22,560人の利
用率　13％の意味
マイナ登録率は

5

資格確認書　は身分証明書として使えるのか

制度として市が全て負担するという事業ではなく
県の補助金もある。
今後具体的な協議を進めていく。

マイナンバーカード59.92％　マイナ保険証登録
している
その中で　13.34％の方が実際に保険証として
使用されている。
国民健康保険証を持っておられる方は市は把
握できるが、社会保険証は市が把握できない。

そこは確認したい。運転免許証、マイナンバー
カードを持っていない人が資格確認証が身分証
明書として使えないのあればそこが今後の課題
となってくる。

新病院の場所も規模も決まっていない、という
事も含めて条件が変わればという回答があっ
た。

議会報告会結果報告書
日程： １１月１日

会場：男女共同参画センター及び
オンライン会議システム「Ｚｏｏｍ」

議会の意見（回答）

一般会計から補てんをしながら運営をしている
ことを詳しく説明していきたい。



産業建設常任委員会

№ 市民の意見（質疑）

1

水道料金は4月から19％上がったが、なぜ赤字
なのか。

2

令和5年度宝塚市下水道決算会計で、水道事
業会計から3億円借入の理由は。

3
阪神水道事業団の受水費が高い理由、なぜ切
り替えたのか。

4

議案第71号の内、条例21条に規定している一
般廃棄物処理手数料の見直しに浄化槽汚泥と
あるが、これは合併浄化槽なのか。西谷地域の
合併浄化槽の話なのか。

阪神水道事業団よりも県水の方が高い。宝塚
は井戸で、水を買わないといけない事と、一庫
ダムの開発時の協議によって県水も使ってい
る。
西谷地域ではなく、市街地の事である。西谷地
域の合併浄化槽汚泥の単価が上がるわけでは
ない。

議会報告会結果報告書
日程： １１月１日

会場：男女共同参画センター及び
オンライン会議システム「Ｚｏｏｍ」

議会の意見（回答）

令和5年度の供給単価152円給水単価186.6円
34.6円の差があったので赤字会計になっている
が、令和6年度は供給原価164,7円、給水原価
189.5円で差が24.8円まで縮まると試算してい
る。また令和7年度は供給原価179.1円、給水原
価184.4円で差が5.3円まで縮小する予定である
ので今後値上げによって赤字は解消される予
定であるが、令和7年度でもまだ赤字であるの
で今後また値上げについても課題がある。

下水道は決算で黒字になったが、貯金が無い
ので上水から借り入れをした。今後借金を返し
ていくので解消していく見込みである。



その他

№ 市民の意見（質疑）

1
文教生活常任委員会の請願10号の中で放課後
こども教室が21校から18校に減った理由は

2

兵庫県議会で話題になった百条委員会と第三
者委員会この違いは。

3

西谷小学校の入学者が来年1名で、11月15日ま
で　小規模特認校制度の募集期間だが、　距離
が遠いのでなかなか子供が増えない。
武田尾駅はバスの補助があるがそれとは別に
長尾山トンネルを通ってくる方も多いそちらの方
に補助は出ないのか。

4

意見　宝塚市の借金約1100億円(一般会計700
億円、病院会計７0億円、上下水道300億円)、債
務負担行為が約1000億円(ごみ焼却場460億
円、病院約330億円)
10年間税収入や固定資産税上がっていない。
宝塚市の魅力が無いと思われる。
この厳しい状況を広報たからづかに載せていな
い。本当にこのままでいいのか、懸念している。

山本駅からバスやジャンボタクシーなど出しても
良いのではないかと議会からも働きかけていき
たい。

議会報告会結果報告書
日程： １１月１日

会場：男女共同参画センター及び
オンライン会議システム「Ｚｏｏｍ」

議会の意見（回答）

放課後子ども教室はボランティアや指導員さん
が見守っている場所。見守りのなり手が少なく
なっているので数が減ってきている。

百条委員会は地方自治法の百条に基づき地方
議会が議決により設置する特別委員会の一
つ、第三者委員会は独立した第三者を入れて
構成される委員会である。大きな違いは百条委
員会は偽証に罰則がある。


